
 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：  10 月22 日（水）午前 10時～正午 

講 師： 吉村和真さん（京都精華大学理事長・マンガ学部教授） 

定  員：  40人（無料）  手話通訳あり 

申込方法： 電話・FAX・窓口・電子申込 （ FAX：記載事項：催し名、氏名、電話番号、FAX番号） 

申込期間： １０月６日（月）～１０月２１日（火）の午前９時から午後５時１５分まで 

対  象： 高槻市民、市内通勤・通学者           ※ 駐車場はありません。 

保  育： 要予約（保育申込期間： 10/6（月）～10/14（火））３歳以上就学前まで申込順５名まで 

場  所： 富田ふれあい文化センター（高槻市富田町４丁目 15-28） 

申込先： 富田ふれあい文化センター☎：072-694-5451  FAX：072-694-5453   

講師プロフィール 
吉村 和真（京都精華大学理事長 マンガ学部教授） 

1971 年、福岡県生まれ。熊本大学大学院修士課程修了、立命館大学大学院

文学研究科博士課程後期課程単位取得退学。 

2006年京都精華大学マンガ学部専任教員に採用 

２０12年京都精華大学マンガ学部長、2013年マンガ学部教授 

2014年常務理事・評議員、2020年専務理事 

2024年理事長就任 現在に至る 

主催：高槻市立富田ふれあい文化センター／企画・運営：一般社団法人高槻市人権まちづくり協会 

人権とマンガの複雑な関係 

～登場人物の「見た目」と「話し方」から考える～ 

マンガは私たちの身の回りにあふれています。本屋やコンビニで売っているものだけでなく、新古書 

店やマンガ喫茶、床屋や食堂などにも、手垢や油にまみれたマンガが置いてあります。いったい、い 

つごろ、どのようにして、こんな環境ができたのでしょう。また、私たちは、絵本やアニメを含め、幼い頃 

から「マンガ的世界」に接しています。現代日本に住んでいれば、アンパンマンやドラえもんと出会わ 

ずに小学生になることはほぼ不可能でしょう。はたして、その過程で、私たちにはどんな思想や価値観、 

感性が身に付くのでしょうか。マンガに潜む「偏見」を知る事で差別について、一緒に考えてみましょう。 
 

 

２０２５年度人権講演会                                         富田ふれあい文化センター  


